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１．観光産業共通プラットフォーム構築に至る経緯

コロナ禍で大きなダメージを受けた観光産業において、業界が一丸となって取り組めば改善・

解決できる課題はないか？

まずは宿泊施設と旅行会社の間で双方非効率になっている業務に焦点を当て、業務を一元化・

プラットフォーム化することにより、業界全体の生産性向上を進め、顕在化している人手不足

課題への対応や、品質向上、高付加価値化など健全な競争に経営資源をシフトできることを

目的に、その第一歩として観光産業共通プラットフォームを構築するに至った

観光立国推進基本計画で掲げている「稼げる地域・稼げる産業」「持続可能な観光
地域づくり」に向けた、見えない部分での「力」を生み出すための取組
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２．プラットフォームの機能について

＜宿泊施設の基本情報について＞
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２．プラットフォームの機能について

＜宿泊施設の営業情報について＞
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２．プラットフォームの機能について

＜災害発生時の情報集約について＞
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３．プラットフォームの運用状況

① 宿泊施設の基本情報集約・一元化
② 宿泊施設の営業情報発信機能

③ 災害時情報集約機能

上記①から③の機能を2023年12月より運用開始

2024年8月19日現在、

宿泊事業者 ６,219施設 旅行会社 93社

宿泊団体、自治体・DMO等 15組織

にご利用いただいております
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３．プラットフォームの運用状況

宮城県及び仙台市においては、2024年8月19日現在、

＜宮城県＞
宿泊事業者 155施設

自治体・DMO等 2組織

＜仙台市＞
宿泊事業者 66施設

自治体・DMO等 2組織

にご利用いただいております
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４．災害時情報集約機能とは
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５．災害時情報集約機能の運用状況

2023年12月15日に、全国で震度5強の地震が発生した想定で、
災害時情報集約の「訓練」を実施

その後、2024年1月1日に能登半島地震が発生し、プラットフォームの
災害時情報集約機能で被災地の宿泊事業者から被害状況の情報を
集約して旅行会社に情報提供

2024年2月16日に、第2回目の災害時情報集約訓練を実施
（内容は1回目と同様、全国で震度5強の地震が発生したと想定）

２０２４年６月２６日に、第３回目の災害時情報集約訓練を実施
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5．災害時情報集約機能の運用状況

△△旅館

〇〇ホテル

□□ホテル

◇◇旅館

▽▽▽ホテル

〇※〇ホテル

◆◆◆ホテル

★★ホテル



https://www.jata-net.or.jp

Copyright 2023 JATA  All right reserved

5．災害時情報集約機能の運用状況

〇〇ホテル



https://www.jata-net.or.jp

Copyright 2023 JATA  All right reserved
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6．災害時情報集約機能の今後の進め方について

＜現状の課題＞

・登録宿泊施設がエリア全体を網羅できていない（旅行会社契約宿泊施設の
約8割の登録率）
また、旅行会社と契約がない（OTA販売のみ）宿泊施設の登録率はさらに低い

・登録はしたが、その後の活用がはかれていない、活用方が分からない宿泊施設が
多数存在する（災害時情報集約訓練でも、回答率は3回とも約6割）

・災害時の対応方マニュアルや案内ツールの準備（多言語対応を含む）、訓練の
実施等が宿泊施設によって差があり、地震、台風等の自然災害が多い日本に
おいては、災害時の危機管理対応力の底上げが必要
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6．災害時情報集約機能の今後の進め方について

＜課題への対応及び目指すべきカタチ＞

・宿泊施設と接点を持てる様々な機会を通じた、観光産業共通プラットフォームの
意義、必要性の周知と参加促進

・プラットフォーム事務局による参加宿泊施設への活用方啓蒙活動、具体的対応方の
フォローの実施

・定期的な訓練の実施による、いざという時に仕組みが適切に機能するための準備

プラットフォームでの宿泊施設との繋がりを通じて、災害発生時の正確な情報集約、
発信による安心・安全な旅への対応力強化、日本のみならず全世界へ向けた風評被害
の抑止に寄与するとともに、宿泊施設への危機管理対応力強化に向けた情報発信、
啓蒙活動を行い、日本の観光産業全体の危機管理能力の底上げを進めてまいります
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ご清聴ありがとうございました


